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CO2レーザと高エネルギ物質

宇宙科学研究所斎藤猛男

j';:}jの研究はヲ と|問われれば，始めにCO，

レーザありきということになる。ちょっと変わ

った凶体推進必.あるいは，刊{進楽の新製品がrH

ると，それをCO，レーザに隊L ，その我慢強さ(ぷ

火 1時|日J，着火エネ/レギ)やその発熱症状(表TfI1i~，~

HU訟原)を測定したり.ケロイド状表lUIの観察(走

芥電イ似微鏡:与真)などをおこなって15- 6 年が

経過しました。この研究道具たるCO，レーザ

(悶 1 )は町公私、100 Wの山力を持ちーIIiJ flI46年生

まれのi出，，21オ.人IBJで言うと“金さん，jllさん"

に匹敵するような長均的，私のjj 事の大古1\分を泣.

み出してくれたJ~t並立存在です。つい半年円Ij. 泡

源 ifl)の 高電圧発生装訟が故障しいよいよ舟命か

と観念したものですが.不死lーのように勉り.又，

働き出した所です。その時のメーカさんの話では，

l昭和46年に，当中i で初めて，CO，レーザを，5

-6i勺製造したが， JJUt の生き残リは. も 7 この

ーれだけですよ"とのニとであった。年々山 1) が

以えてきてはいるが. もう少し頑保ってもらわね

ばならない。

レーザ包eから発娠された生の連続光の強度分引

は。時!日l的にも. ~l 1:\ J 的にも，不起J であるので.

娯なる掠副j数て"振動している 2 悩の鋭で反射させ，

ビームをミクンングし，}.Qに、そのピ ムを 9 mm

径の小穴を通過させ，その小心部分のみ熱源とし

て使用している。そのためレ一サ，ヒビ，一ムの平刷利 lりlリif用f日I口f矧効可幼J

ヰ烹マは!:ii iωt占〉て

以 1干、である。

そもそも， CO，レーザを用いての凶体推進薬の

i山王ポ火尖験は， II両手1140-42 tl乙にかけて、ヰニ: 'ili 耐f
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のラムダ 2 型及び 4 S 型ロケットの上段モータの

不消火事故を契機として，ヰ街環境を模擬した低

圧下て"の推進薬のう百火機構を解明しようとして始

められた。 C02 レーザを着火実験の加熱源として

用いる場合には，次のような利点がある。 1 )出

力が純度良〈制御出来る。 2 )雰囲気ガスの種類，

圧力，初期温度等の消火への影響パラメタを独立

に変化させて笑験出来る。 3 )単光色であるから.

試料の反射率，吸収係数等を評価し易い。 4 )試

料の聞射表而がレーザ光により妨げられない。し

かしながら，欠在としては. C02 レーザ光は 10.6

μmの亦外領域の波長をもつので.肉眼では見えな

いから，十分注意して笑験を行わないと非常に危

険な.:Iiである。

国体推進薬が.ロケ y ト推進のための刊能を発

癒するには，チャンパー内で燃焼 L. 高温 高圧

の燃焼生成ガスを発生する必要がある。そのため

には，前段階として，着火という選移状態を続な

ければならない。推進薬が精火する過絃は，まず

推進薬がある混!主まで物理的に加熱される不活性

な加熱JtlWIJがある。それから熱分解が起こり唱図

体内部の表面近傍における発品反応.軌分解によ

り発生した気体の気相発熱反応，あるいは.発生

した気体と l吋相 l表面i との不t6J'I'l発熱反応等のいず

れかの[.It速により，あるいは.いずれか 2 つ以卜

の反応の寄与によリ急激な着火反応が生じる。勿

日仏化学反応のみならず，その ri司の熱分解ガスの

拡散.対流による泌合などの輸送現象がイi火を支

配することもある。実際の固体推進薬の着火は，

図 1 C02レーザ実験装置

HO十 CH2ヤ-otH

CH2N3
図 2 GAP の梅造式

数ミリ~数 10 ミリセ y クの高速選移現象ではある

が. f氏圧，低熱 iJtU在て d尖験を行うことにより.そ

の現象を時間 l的に数秒の純度に引き伸ばし，更に，

宅問的にも茸 i火火炎を試料表面から引き離して，

弱火過肢を観察し易〈出米る。このような綾雑な

過粧を理解するため.今までに，組成の異なる多

数の推 il主義，その成分たる町分子パインダや般化

斉IJ の単純品が，それぞれ単独に. C02 レーザに除

されてきた。段近は，高エネルギ物質である RD

XやHMX. 又，種々の燃焼触媒の活火への影響等

の研究を行ってきた。現在 C02 レーザの組上にあ

るのは I完エネルギ物質である GAP 応分子と M-V

用推進薬候補の BP-203J 国体推進薬である。

高エネノレギ物質とは，それ 1:\ 身が含有する単位

質量当リのエネノレギが大きい物質をいう。固体推

進薬の分野での代表的な高エネルギ物質は. RDX

(シクロトリメチレントリニトラミン)と HMX( ン

クロテトラ j チレンテトラミン)である。被ill:山

現した而エネノレギ両分子て・ある GAP はアジ化グリ

ンジノレポリ 7 といい，図 2 のような桃逃式をし，

石油化学工業て副大 {i1:に製泣き fl. 溶剤.エポキ y

樹脂 I{，(料.合成ゴム原料等に広〈用いられている

おもり

図3 熱電対による表面温度測定注
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ttl]欠がJに上手1 している。この周期は熱i此来のI哲加

と共に開くなる。流し彩写点によっても表面が1111

欠的に後退することが証明された。図 5 は，急激

な発熱分解反応、が起こる直前でレーザ刷射を中断

し反応を停止させた時のGAP表面のSEM(走丘

電子顕微鏡)与以である。表面が液状であった可

能悼と N2 ガスの発生を示すと思われる気泡が多数

みられる。 GAPは高分子ノ〈インダとはいえ，モノ

7 1j 1 に l 倒の固ま索以イを持っているので，熱分解

によリ気相中に 0 1.点ザを紋出する。従って，団体

内部の表而近j9)のある厚さの府て'のN2 ガスの放出

による発熱に IJII えて『雰凶気圧力の上昇と共に，

表而近傍の気相中にも発熱1M:が存ィーするようにな

り，そこか句の熱のフィードパ~ 7 のD!Jけを借り

て，この発熱分解反応の閤lUIが短くなる。 3 気圧

以トーになると表面近傍の気相中に，約 1 ， 000Kの温

度の発熱帯が形成され，外部からの熱エネ Jレギの

供給なしに，自分自身の図相と気相て'の発熱に支

えられて連続的に熱分解が起こり，定常熱分解に

至ると考えられる。更に、自立熱分解する場合に

は，分解反応の進行と共に.分解表 IIUに，レーザ

加熱の場合には生じない炭業質物質の残i査が成長

しその保副作用も自立熱分解に寄与していると

考えられる。一般のパインダでは.レーザ光に曝

師
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エピクロロヒドリンを原料にして製造される。普

通，分「量約 2 ,OOO( n ニ 20位)のプリポリ 7が.

2'回能棋のIPDI (イソホロンジイソンアネー卜)

という架僑剤により二次兄的に 3'回能基のTMP

(トリメチロ ルプロパン)という展開高IJにより

三次元的に結合されGAP弾性体をつくリあげる。

従来の高分子パインダは，熱分解により生成した

燃料成分ガスが固ま化剤からの般化成分ガえとの燃

焼以応によりエネルギを発生するのに対 l ， GAP

は，主に

ー C-N3 → C 三 N +N2

で示されるように，所有しているアジド基( -N け

から N2 ガスを発生する時に発熱し， 3 気圧以上で

は不活性雰囲気中でも白半熱分解(自立無炎燃焼)

を行う。

GAP は 149kcal/kg という正の生成熱を持ってい

るにもかかわらず，安定性にもおむ。x.，推進薬

に要求される安全性に|射する評価では.機械的エ

ネルギにたいする感度は低いが，熱エネ Jレギ，司自

火エネノレギ及び衝幣起爆エネ Jレギにたいしては，

あるれ』皮肉感度を持つてはいるが，推進裂として

|分使用可能である事が分かっている。そこで.

何故 GAP は不活性雰囲気の 3気圧以下て'は自立凱

分解反応を持続出来ないかを調べるため， CO ，レ

ーザにより一次元熱分解実験を行った。図 3 のよ

うに，試料の!照射表面に 20μmψ の 7 ロメ Jレ・アノレ

メノレ熱 ~IL 対を 5li I), アノレゴンガス雰控I'"，中て二

0，レーザを聞射し続けて表I"li且度殿!Itを測定した

ところ図 4 のようになった。表面からのN，ガスの

発生を1'1う周期的な発熱反応によリ.表面温度が

10987456
露出時間

表面温度履歴

32

図4

。

。

Ar:100Torr

q.=1.20callcm2sec

30μm

C

急車証主主熱分解直前の託料表面の走査電

子顕微鏡写真

図5
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されると.初WIの選砂領域は日Ijとして. !!九流!-Rに Iiりも!制作でき.Yiに.闘を刊 I'Hやオゾン!回の耐Iii員

依イI した定'出な総動分解jill)主で後i且していく。勿 に I~I与すると巧えられている CI :iC識を合まないク

諭.外部からの熱エネルギを遮断すれば熱分解Jλ リーンな 11;1 体推進薬として il: U されてきている。

応は停止する。 X.GA I'は N2 ?i'凶気中の熱rTi'hliJIII わが研究家で L. このfJl公;円推進薬の開発研究に

定(TG) において.試料昆に依有する。あるクリ 鋭;自取り組んでいる 11rて'ある。

テイカルな ))11熱速度を岐に.それ以下では 2 j主|府 GAP以外にも.アジド必をもっ 1"/エネノレギ物質

のill[J:減少による分解反応を行うが.それ以上の として.アジドメチルメチルオキセタン (AMMO)

1m軌速度では一段の急激な分解反応を行い.一% とピスアジドメチルオキセタン (llAMO) などの

に :m~が減少する。この現象は.推進議でのや動 ，14分 f 化介物の研究が慌に i j われている。

に似ていて.7 ジド 1去を持った向エネルギ物質に j止近，合成化"1 の急速な発注によリ.スパコン

特市のものて'あるギが分かった。従来の不刑判な 専の使fnI~よ I). ，'，~i エネノレギ物質の介成のlIrtil~，刊

高分 f パインダでは . JIll軌i生 J主により然分解機桃 やtt質の千 ifりlが可能になり町それに Jよづき帥々の

が変化する")みはない。 物質が試作されている。しかしながら.実際に試

GAP という高エネルギパイノダ向山税で.般化 11 してみると.子11! と迎い省 l主が小さかったり.

剤として硝俊アンモニウム (NH ， N03) がtI}び脚 安定性が必かったりし，なかなか突rnには主って

光を浴びるよつになった o vilj安は\Vk i.~~性や3Z'C いむいが， 11~j!I CL-ZOというかなリイ1 唱な JJJ エネ

に結品の柑転砂点がある等の欠引を右する故に }レギ物質の介成にアメリカて'成功したらしいとい

ガスジェネレ-7刷以外にはあまり使用されてい う朗報がある。このような.新エネルギ物質の机

なかった。則論的には.それ自休の完全燃焼によ 上での作成研究む我々推進茶屋町併究肉店 i主のー

リ. N2. '-120. のみを'セじるクリ ンで廉 1出な問責 つを 'J、していると忠われる。

化舟 IJ である。従米的制安系コンポジ y 卜推進柴は L う一つの， CO ，レーザに臥されている M-V 用

燃焼 .i£ J1t. 燃焼尚 l主共に低〈 比推力は ZOO 秒以下 推進議については. ljl) の機会に

であった。 GAP/ 硝去の組合わせによリ.性能の (さいとうーたけお)

お知らせ店東京車車車京南東軍車庫車単車車車車東京車車車京東京班、む

*ロケ y ト・衛星関係の作業スケジュール( 6 月・ 7 月) 司W

6 月 7 月

5 10 15 20 25 30I1 5 10 15 20 25 30

M-3S11-7 'II 胴郎総 l 'f.

(日，>I< I
M-3BIJ/1J
E二コ

MNTVC 総台テスト (II 産)
B2-P し SB-PUI· ;r，合せ

口 (II 厳}

(日産) M-23TVC総合テスト

MT-135-57
(日産) 噛合わせ

M-13TVC 総合テスト ロ
CEO'I スIL 1I"t， I げ

(II 産) 口
ASTRO・0 ト M 総合試験 持i動試験

じ二コ
SFU
MEX 部品切 IIIE 振動試験 ドLU-2n{ 動式験 県氏雫試験

2日/IIV-IJM 熱以空 d験
M-14 スタノドオペ

部 12回ぺネトレータ H人司験 縦水 /ATK エンジノ陣立検器総合ンステム試験

(NじTこCこ}こ(SOC) 抗 l 次大気球'jf酷 (NTC) (NTC)
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，予言合GEOTAIL打上げへ
同時AS ¥1 CEOTAIL は 111 年 7 )J よリ成割引本

恒担) I;UH:試馴れ合ってきた FM総M
験を無事終 f しました。長い試験問IIHJ 中. I，早々な

nnwに出 1M L.'"'がら，関係者向努力で何とかスケ
ジューノレ泊りの試験光了となりました。 GEOTAIL

Ii. NASA との JUiiJ フロジェ 7 トて" 11i.WI) となっ

ていた全体会議 (.Joinl WOl'kingGroupMeeting)

の紋終回が. 4 月 13. 14. 1511 の 3 I:l lfll 宇宙側で

mJ かれ，米間か句. 30 人 L の参加 f; を f出ました。

NASA の1申r ~I! は.校 Wi( I(J なトラブルを1'.ずると川

fT い気楽に (η~J 卜 If スケジュー Jレを延期 i します.

H 本1則的 GビOTAIL グルーフの.徹{主む討さない

可t ~l~ リの結 -W:. スケジュールが守られているのを

見て句米 IHIIIIJ は心から!巡心している峨 f て1 我々

に対する刷、代的言説 j L、お山脈ではなかったよヲ

です。

.....fl 五CEO ・rAIL は.5 J-1 6111 こ '-j-: 'di研を ;ι て.

7 ロリダのケ不ディ -7iu センタに雫怖されます。

!l E Llス 11 による n I~ げは句 7 月 14 I:lの千定て:現

地での 7 ライトオペレーションが. 5 月 8 I:lよリ

始まります。( rJ'谷 -Oil) GEOTAIL のマスト伸展鼠験

ISY と宇宙科学研究所の対応

ISY(llllel'll.tiollaISpaceYe.,.: J992年)を記

念し，サ 'rii科学研究所においては. 111'4'求、 .:':j校

生作文コンテストやSOLAR-A愛称公募.鹿児tb

'j':宙空間観測所の一般公開等側々のI世しを行って

いるが.本年度のISY記念事業計阿がほぼHI揃っ

たので.主なものをここにご紹介したい。

まず r，講師{と映酬の会」については.例年どお

りに東京(il地l ホーノレ 5 月 9 日)でIHIlii<するほ

か.本年はl羽岡地区でむ供tj'j，大'"f:等IllI係機関の

後扱を得て開催する干定である。従前この椛の会

決を同地区てーは{fっていないので.是非とも成功

を収め. fir互の期待に応える必要があろう。

次に.相似IJ;( キャンパスめ「一般公開J J止び「si昨

IV(と l映画の会J (7)J25 円)も l作年と|ロl憾に ISY<ji

J監として取リ組む予定である. ISY 本需の今 1111.

昨年の来場者 6.0∞人を超えることが求められる。

また， 111，年制作した宇術科学件発ビデオ r·Y'li.i

をさぐる~ロケ y ト・人工f~iH.-J に統〈第 2 仰

として. 4， irは「却なる太陽(仮称)J を制刊する

一予定である。 r:宇宙をさぐる~ロケ y ト・人工j!li

!日 -J は r教向IJ ・ i量投手守的十干さんのための解説

占」も付いて>i: f耐13 ， 300 1' 1 で財団法人宇宙科"t振興

会から発売されている。キII以 1(，\キャンパス「一般

公rnJ J の場や鹿児向宇宙空間観測l所等において版

光されるが.どの位!主人公を博すか. ビデオ企幽

伽l円安uはじめI )I，J係者がl山|略を飲んで見守ーってお

り，今後の r~j·:Hjへ飛びだせJ ビデオンリーズの

命運を市う上でも.式全1; となっている。なお.官II

道府県ー政令 iii教fi 委貝会や海外の H 本人γ.校に

は.単科で l 本ずつ甘ii'l;することとしている。

その他.会議H~'~，'・浪乃、等として，アジア λ;平

河 JSY 会議(東京。郎ホテル. II J-I 16 1:l -20 1:l),

fA15IりISAFISY 会議(パサディナ 5J-14U-6

H 延期I).ワールド・スペース コングレス(ワ

ンントン 8 月 28 日 -9 J-1 8 rI).第 I IJ.1ISAF会議

(ジエ/パ平成 5 年 2 月).観測事業としては，

メ~ ''/実験(平成 5 年 1 )J)を ISY 記念，)，~とし

て依 ii'.:H け.実施していくイ'定である。

n、 Uli f(敬)
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硬X線で見る太陽フレア

一一「ょうこう」搭載のHXT -

国立天文台坂尾太郎

昨年の 8 月に打ち卜げられた「ょうこう」は生後 7

ヵ月を迎え.毎日，疋気に観，11'1データを地上に ill" 続

けています。これまでに観測した太陽フレアは.大小

あわせて200側近くに i主L..，データの解析にチーム一同町

おおわりわの H 々です.

フレアは f.IA点向上空てe磁場のエネノレギーがMらか

のメカニズムによって急激に解放されて起こる‘一刊

の爆発iJJ.卑です。フレアにともなって肱山される従磁

波や桁Ht*tI. f は地球に述L... IlL波l布若や送電線的111JT'

':Hなど.人間生活に前接ー IIll接的に大き官彬特をお

よばします。しかしフレア町起きる If;(凶や.フレア

で解抜された磁場エネルギーがと'のようにして.五芸大

なiII磁波やf~j電位干の運動エネルギーに転換されるの

か.といった基本的な問題l卓司いまだ誌に包まれたま

まです.

HXTI;I , 15keV以上の.エネルギーのr.;ぃ、 X 線(@!

X 線)でのフレアの幽{象を得る， @!X 線望nilJ~ (liard
X-rayTelescope) です。フレアで発生する碩 X 料lは.

加速された電チが太陽大気にぶつかつて放射されます。

従って @!X 線て'町出倣観測は.フレアによる粒チの 1111

速の隙干を i~ ，1べるのに，大きな予がかりを与えて〈れ

ます。

しかし.硬 X線は.ほとんど反射や刷折を起こしま

せん。そのため HXT は.ガラスレンズや反射鋭的かわ

りに。数多くのすだれコリメータかりなる「フーリエ

合成型すだれコリメータ J を光学系に用いています

(図 I). 7 レ 7! 撃の， I 次 J(: }j Iii) 肉強度分術を 1(8) ，コ

リノ -7 による X線の透過，、ターンを f{ めとすると

l つのす fell コリメータを遅過した X線の強度は， I
(8)[(8) を悦野にわたって械分したものです. f(8)が

近似的に三角関数だと見なせるなら，各コリメ -7は

それぞれのすだれの方向 {IJ とヒ y チに対応した.フレ

ア画{撃の 2 次元町雫nH7ーりエ成分をサンブ・Jレするこ

とになります。つまり， I つのすだれコリメ 7 が.

'ilL波干渉1汁の I 組のアンテナベアーに対応するわけで
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図2 1991 年11 月15 日のフレ戸一。矢田は表紙写

真を撮った時聞を示す。

t. 従って. J，くのすだれコ IJ メータを泊して見た X

献の強度か句.地上でフレア i主を則子守成することがで

きるのです。

表紙写真は， IIXT で児た， 1; 11 の II)] 15 目的 7 レア

内側 X線I撃のlI，fII l]変化です(図 2的:1つの公印町時刻に

対応 I. :Iつの凶 Ii ，一辺がそれぞれ 2分 {II ‘太陽而上で

約 9 JYkrn で， "!l' Xi車内フレア 1輩のダイナミ， )'な動き

が.これまでになく鮮明にとらえられています。 IIXT

的判能は.これまでの側 X線引 i卓鋭を大きく上匝 lって

おリ.今後の解析て二文字どおリ r }~たことむない J

フレア円安を明らかにしてくれると則Ii年しています園

C号
太陽フレア

↓↓↓↓↓↓ X線
すだれコリメーター
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図 1 HXTの像合成
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火星の磁場

東京大学坦!学部地球惑星物理学科山本達人

地球上では総引の N 極は北を指す。 iミ〈知句れ

ているように.これは地球白身が大きな値引であ

リ地球周辺で大きなy，.嵐 f 儀場を形成しているか

らである。地球の強い舷坊は太陽から吹いてくる

z口~d込町プラズ7の流れ(太陽j弘)をせきIiめ伯父

凶を形成している。太陽風から佐気悶へのエネル

ギーの iA[入によリ他気間内では操々な電磁現象が

起こリ.極地方ではオーロラが乱舞する。

必J{l，ljl イT fi;i.t，vi の'LbX: I止ダイナモ県諭として抗日 j)

的に 611究が進められている。ダイナモ則論による

と . ~::，x;E. 回有舷.t，M;は 1日~J1品のため流体となった必 ~I~

中心核の限維な運動により形成 紺持されている。

地質年代的に見ると地球の磁場は何度かその肺げ|

を反中J‘している。!与が~11 られている。むイ 1 に記蝕さ

れた伐wi般場を I)-I 測する eLiにより地球総場の i止い

雌\l:は詳細に I~Mべり tしまたこの4(*より大限移

動を 1'1'うテクトニアスの旦II論が展開l さ itてきた。

i止近のダイナモ開 t論はこの地球磁場の反転、の~~りょ

を L 説明できる領域にせまりつつある。ダイナモ

11M，;市に)，1;づく地球総場の !fZ 史の解釈は N1 l1! として

の地球の形成・成長の際史をも物語るものである。

ここて寸也球以外の~§£.へ目を 1{11けてみよう@外

~~R.の小では木星と士長は探1£機がJR米する以 lilj

から.惑 ll~ 磁場内のイJIIE粒了の運動から政射され

る ~3l{'i L: i，庄の観測により [1;1 有磁場町向;イl が知られ

ていた。ハイオニアそしてボエジペーのグランド

y アーによリイト!，! 土"の附有磁場は 1((按 lll.illlJ さ

tしその~~U) な磁場の ii' での様々な現象も攻作研

究対象になっている。ポエジャーはさらに天」ニ JI~. •

1抵土 111，と綴去を続け.速 hのため~3M.'，正法からは

結論できなかった国有磁場の存杭を確認している。

尺」仁川，海巨星ともにその6草場多極 f 柚は I~ も、制l

から大きく傾いており、 f占 ~l ダイナモJ'!j!諭に firた

な研究訂iJ戒を 1J~起している。

地球以外の内惑星でIi，水ll~. については7 1 ) ナ

ーの観illilにより闘病磁品川サ在認され.地球に較べ

て小島H佐な般公l到の白:イI:. 地球に似た磁気閤嵐の

鋭部II も行われている。 _.j; ， イit 5iは J 、イオニアの

長年の観測車iii ~~より 11;1 有段坊は封i ど O である事力、

分かっている。 l両者向追いは~::，X;.!f町中心妓の大き

さの沿いと現-(10は解釈されている。水!jJ.はニi土保が

2400km と地球の月よリ ~e，' l 大きいれl~であるが比

較的大きな中心肢が存抗すると JP えられるのに対

l. 金 lit は地球並の半径にむ I~J 句ずその斗'·L、肢は

小さいと考えられている。これらの内惑}/の中で

火)，1.1iI~Hi'品場が非;;;に小さいという‘l与を除いて

は境 (I まて'絞 j、の謎の;-3JP. となっている。

火Mの{韮 tJ);係資は 1965年の7 リナ の7 ライパ

イに始まる。 7 リナーが高度 13200 km をil!i過した

II.~ に火 I{[山|合の磁幼を線訟できなかった )J'~ よ I) ,

火.1 1 \ 磁場は有 {I したとしても地球 (i~坊の 1/1000以

|、と jitよされた。その後 lEI 、ノ i止}唱により数機の防l

回 r:'ri II:!，が投入されたがし、づれ b jl/ htJに終わり. ))1

A は地球 fi~~ 坊の 1/100-1 /1 ω0 以 l、と JI"ij';1 ニ小きい

という。 Ii しか分かってい主 L 、。火 ll~ のiI"心肢の人一

きさの推定に従え l;f火 .\1\ は凶有磁場を持つ・ I'; が i可

能な誌である。凶.fj 'i!.場が存也し主いとなれば火

!日の中心械は H~ に 11';1 給しておリ .f 占 tj~. ifi!I"i}Jのw也

か句はl旺に y[んだ~3!iーとなる。しかしこれは fs

1，\の一生を i画しての 'kではない告である。

;-3 .1，\の凶布 6iij~j を It(1妾探有するには.太陽!且か

らの後円Lを小さくするため.よリ 1凡ぃ尚l立を持つ

l品凪軌道i首!jJでの観測が本質的である。字Hiilfの

Planel-BJj'l由lは.過去及びJJUloJj 画されている他

の火 lc.l菜作 i~ilil.討両に較べて近火点高度が 150

200km と低い・iもに特色がある。忠:たして火星には観

i1ll1tl1J!:とる大きさの|古 l 街 6足場が現干 dヂイ l するのであ

ろうか。クレ-?周辺には過去の火 ~lt. 6:足場の長湖、

が残っているのであろうか。その痕跡、は火 3干の過

去の I也殻川1JliJを物"岳るであろうか。ド lanel-Il は

火!，!の!経史.さらには太陽系の際史についてむ抗

争むデータを提供すると期待されている。

(やまもと・たつんど)
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.事hSka t-
ミュンへンの大麦とナマムギ

宇宙科学研究所的川泰宣

一週間ぷリのヨーロ y パ.半年ぶりのミュンヘ

ン空港は雪だった。ふつう日本に帰ると時差ぽけ

から脱する努力をするのだが，今回は聞が一巡問

しかないので，時差が戻らないようぽけっぱなし

にするのが大変だった(円)。

ヨーロ y パlSY 会議-1:14:からは.斉藤 lSY

協議会理-'l H丸久良知宇宙開発委只長代理ほか 20

名強め参加， lSAS からの出席は山下雅道さんと

私。世界中から約 2000 名。

会議は一つのセントラ Jレ ンンポジウム (CS)

と問つのサテライト・ンンポジウム (SS) か句成

リ， CS でlSY 活動が披露さ tし SS の方はコロン

パス関係のセ y ションを除けば細かいことに立ち

入らぬグローパルな議論が多かった。

全体としての印象で目立ったのは， ISYI 羽述の

いつもの会談とくらべて黒人が多いこと(ア 7 リ

カ綿固めせいか? ).NASA の参加が少ないこと。

ISYの言い出しっぺである肝腎のアメリカが全般

にわたって消極的なことはすでに定評となってい

る。それを而と向かつて糾弾する安も見られた。

中には愛国心まる出しでそれに反論するアメリカ

人もおり，特にアラブ諸国の人々とアメリカ人と

は.別の思惑もからみ.ひときわ激しい応酬とな

っていた。

少し離れた所で展ボ会 Space Show" も↓ mill ，

されており. NASDA の100m' はどのスペースに l

SAS の将来計画の展示も同凶させていただいた。

もと宇宙研の寺岡守男さんと懐かしい再会。判 l変

わらず能率のいい活動」ごりに感眼。時々阪を出す

と，観客から「ょうこフ」の太陽軟 Xk;Jjl像につい

て質問が集中した。やはりあれは目立つ/

夜は. ドイツ博物館とかレジデンツ宮殿とかワ

インケラ とか，栄華な会場で連日パーティ.そ

うし、う鎖のfIi，しには枇小限しか出席しない私は.

H 本料埋・インド料型 1 ・ドイツビーノレと忙しい単

独行だった。

ミュンヘンはノぐイエノレンの首都。南へ flJJ かえば

ガノレミ y シュ. ，りレテ ι キノレヒェン， オーパーア

ン7ーガウ，ノイ y ュヴァン y ュタイン城， リノ

ダーホー 7城，エタール修道院 ーと素附らし

い観光コースがあるが，tJ}訪はまた次回というこ

とにして，今回はウィーン大 t干の先生から誘われ

るままに，会談の合 1M] を縫って 91 1 .l\iでウィーンを

訪れた。ウィーンは私的ヨーロ y パの故郷。わず

か一泊ながら.旅の疲れはすっかりとれた.自 iJ に

チェコの lAce の帰路立ち答った時は 7 才/レク

スガ/レテ/のヨハン・ンユトラウスの立像が修理!

'I'だった。今回新装なった{輩を見て jill 天。キンキ

ラキンなのて'ある.思、わず可 ~j前をもらすと，かの

先生，少しも騒がず。 r もともとあんな色だった

んだよ。あと 20-'1' もすればまたくすんた'懐かしい

色になるさ u しぶしぶ納得。

ウィーン出身の匝 11 家7 ンデルトヴア yサーがデ

ザインした挫物をいくつか見た。現代感覚。床は

;15.み，窓の縁取りはサイケ，階段のステ y プまで

がカーブを持つ。ホ一/ルレて

.セレモニ一てで F、 i!Hl つ床に精子を;丘いたフンデ

ルトヴァ y サー自身がひっくり返った.というエ

ピソードに肱を他える。

きてtJ}ぴミュンヘンに戻リ.コーヒープレーク

で訴附らしい早 u 英語をしゃべる人がいるので近

づいたら，かの5t ';i~·~ 字詰 i論のパービッジ。宇宙研

にはあなたと同じく句い波い早 Uがいる.と言っ

たら.今度ぜひ対決したいとのことだった。清水

先生ご党似/夢のナマムギナマコソナ 7?7 ゴ。

そして今日，アメリカへ。ワンン|ンで火鬼探

査iの国際協力ノぞネ Jレに出 18; のあと， カリ 7 ォルニ

ア・パサデナで秋袋所長，下回謀長と合流。第 5

回 SAF1S Y。ハンティントン・ガーデン内のホテ

ノレでIJf Hili <r.t その後ロス暴動てe延期)。とりあえ

ず行ってきます。 4 )-J 27 1:1，成田にて。

(まとがわ・やすのり)
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~、こク誉宙 ネットワークの話 (6)

コンビュータネ、ソトワーク II. 広域ネットワーク①

広減ネットワーク

コンピュータネ y トワ クは，広域ネ y トワー

クとキャンノマスネ y トワ クに大きく分けて与え

ることができる。キャンノごスネ y トワークは，大

学や研究所等のキャンパス内のネ y トワ-7 であ

り司 LAN (LocalAreaNetwork) の技術が適用

できる。一方，広域ネ y トワークは.キセンパス

外音 1\ との接続を行うためのネ y トワークである。

研究ネットワーク

コンビュ タ同士を通信悶線で結び，データ通

信を行うことは，すでに 1950 年代から行われてい

るが、本格的なコンビュ タネ， I ワークの登場

は， 1960 年代の後半から 1970 年代にかけてであり，

その代表的なものが米間の ARPANET である。

ARPANET は唱全米各地にノードをもつような大

規桜なネントワークであるとともに，パケント交

換方式のネットワークの草分けとして技術的にも

その後のコンビュータネ y トワ -7 に大きな彩響

を与えた。具機純 l出懐紙，すなわち.いろいろな

メーカのコンビュータを相互に接続することを実

現していることが重要な特徴の一つである。 ARPA

NET のプロトコノレは， 1980 年代前半に肖設計され，

TCP/IP という名前で広〈知られているものに改

良された。 TCP /1I刊ふ現:IE，呉機能間抜絞を実

現するプロトコノレとして lよく使われている。

ちなみに.バケ y ト交換は，公衆データ通信制

のサービスにも取り入れられた。現在では， CCl

TT 勧告 X.25 にもとづくノマケット交換サービスが世

界的に提供されている。

大学や研究機関の IUJ を結び.年術研究や教育を

支f& するためのコンビュータネットワークは，一

般に，研究ネ y 卜ワ -7 ，あるいは，アカデミ y

クネットワークと uf' は'れることカ f 多し、。コ/ビュ

ータネ y トワークの草分けである ARPANET は，

大ザや研究機関の聞を結ぶコンビュータネ y トワ

ークが，研究所到 jを行ううえできわめて有用であ

ることを示したという点でも意義深し、。実際，そ

の後さまざまな研究ネットワ -7 が構築される。

宇宙研一松方純

アプリケ ション庖

プレゼンテーション層

セション層

SMTP(電子メール) DNS(ドメインネ

TELNET (仮想端末)ームサーノマ)

FTP(ファイノレ転送) NSP(ネームサー
ノ、)

トランスポート層

ネットワーク層

デ タリンク層

TCP

IP 古書 jRAR 司
イーサネット

専用回線

物理層

OSI の階層 TCP /I Pのプロトコル群

TCP 月Pプロトコル

TCP /I Pは、 IP (l nternet Pr otocol) 、 TCP(Transmission ControlPr otocol) 等

のプロトコルのあつまりである。アプリケーションを実現するための
プロトコルとしては、 TELNET 、 FTP などが含まれる。上の図は、 OSI

参照モデルの各層との機能的な対応を表す。
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酒とドボンと SAテレメータ

久保治也

ーカの釣リ名人に何度か述れられて行きましたが.

N、は j'[ 1I年 L ボウズでu·Nf-L l,. 、 111いをしました。し

かし ずl 人 J主的釣米を ~ill し身や焼 .(~I、にして飲む焼

酎は佑日 II でした。 Mて'忌むスリ Jしがあったのは伎

の鈴取リでした。ー II与 Inlf\j' の j且跡の 5E き時InJ に.

次の同凶に!H Iに介うか何かはらはらしながらー内

之 illi の 1~~t世に銑取りにわくのです。 I~J かリで1If!ら

すと ;:~gtt に鈴がJ，j;‘まって米て、それを制で掬うの

で1 。一瞬の'I'に何|匹むの銑が取れ. SA テレ

メ タに民リ，自跡を行い.終了後由ちに}且配 i てー

にして J且湖、Jll全H で All" しく食しましたカペ勿;宙

そこに t世間 fがあったことは1-'う迄もありません。

SA テレメータに|品 l しては，このような楽しい必い

HIばかりです。このような併を許してくれていた

ぶ光世の h 々や--~r. に遊んで卜さったメーカの }j

々にー此の紙曲 l を lif リて感i湖町芯をボします

その後無為徒食の数年が粍 j品 L. 111 年よリ単身

て bと山有に 11< ニとになりました。 F可 Lm もわから

ず，知人の全く院ない所に行ってどのよっに生前

すれば艮いかと的んでいた所(本当は全然悩まな

かった。ケセラセラ」三義が fL.の特技て'す l. 什から

長崎に tまのある句 卜

jれL た l時侍叱. イ布j 鮒鰍iい 3併lμLに 4ιL に yρ1甘3 を掛けて下さリ' 長崎

のスナックに述 Hて行って卜さいました。これも

私がSAテレノ-?で飲んでいた成*だと店、ってい

ます。その後少しでも友述の輸を JJi げるために.

M週一度はそのスナ， 7 にil!iっています。大学の

のる綱場地区でふ料事 iiiキj't 1-.. iii 夕食は飲み屋

にわってノ〈カ話をしむがら食べるのが ig[ 1tr に主り，

この一年 IMJ で行きつけの 1;11 が三軒になりました。

ニ it (, SA テレメータで焼 Mを飲む訓練をした賜で

す 宇宙研の符様.内之浦からの帰路に長崎に寄

って下さ、、。 f?の SAテレメ タのようにー飲んで

ドボンをして‘ オダを|一げましょう N

(長崎総合科ザ大手. <ぽはるや)

1'1.に{PIか djLけと云う ζ とは削に附することを JF

けとぶヴよとだと f 向干して取 Wiめの主いことを舟

いてみます。店、と 11円との関係が様くなったのは，

どう(， JIKIKEN (EXOS-B )i柑鋭的迫闘は内之浦

町SAテレメータに行くようになってからのような

欠かします 紋近の追跡半怖は知りませんが 当

II与は大学関係の研究 fit メ カの人法七全 HSA

テレメータに i l' l まリ込んで.炊.:j> :''11昨の小 I'j:さん

の作る三位:の食事を -nに食べ. 1似な 1時にはれ人

がSAテレメータにキーブしている焼肉 J を飲んでオ

ダを上げたものでした。

f:UJI~ 追跡、の 11 'j;1;j:迫閥、Jl f一同が←，レ同体になっ

て栄しく逆行するニとが肝心で.そのために寸1I 1~

を甘?しんで.色々な '1 0;をしました。

者1 が飲む#で.その日の追跡が終 fすると町

三々 ti 食々堂に集ま I) .キ プしている焼再 Iを飲

み始的，何時の間にか宴会になるニとが頻々でし

た。 mーがドボンです。 ドポ/はl!.iI時/1 \'J で勝れが

つく 1111 白いカ ドゲームで詳細については、 ltd 昨追

跡に参加 l してお句れた万に刷いてトさ L 、。ドポン

は衛星の閃凶と周凶との聞の空き時 ftll を治すのに

最適で \LOS (i肖感)の後処旦 II がおわると研究呂

とメーカの好きな人々が我 it 先にソ 7 ァーベ y ド

の|“に駆けつけ. 'i '-It になって次の刷恒|の八 OS

(人感)直前迄必 9じになってill:びました。その御

蕊で追跡時!日 l を)<\1<感じ.迫跡が楽しくて {-1:1; が

あリませんでした。出来れば一年の半分位は追跡

したいと思っていました。しかし.追跡販の大部

分の先生方はー fL. が如何に執倒にドボンに参加す

るよフに誘っても.笑って参加されず.我々の

14 ー必を冷仰に観察するギャラリーとなって楽し

んでおられました。ドボンの遊び方の中でもプロ

レえの真似をしたバトルロイヤ jレが i昨日でした。

ドポンでは色々な 114JF 府lが起こリましたが.正 i跡、

班;の制 l気jルi4 の王手間公造りには放もれ献したと思

っています。第三はず J りで.追跡が休みの H に j
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